
 

  令和５年中の高齢者交通死亡事故発生状況 （詳細） 
 

１ 市町村別死者数 
   市町村別死者数では、千葉市での死者数（８人）が最も多くなっています。 
   次いで、船橋市の死者数（６人）が多くなっています。 
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２ 月別死者数                                      
   月別死者数では、１２月の１２人（１７．４％）が最も多くなっています。 
 
 

 

 
 
 
３ 交通人身事故の発生時間 
   交通人身事故の発生時間では、死者数は１６時～１８時が最も多く、負傷者数は

１０時～１２時が最も多くなっています。 
 
 

 

 
 
 
 



４ 状態別死者数 
状態別死者数では、歩行中の事故で亡くなった方が、高齢死者６９人中３６人 

（５２．２％）と最も多く、次いで四輪乗車中１６人（２３．２％）、自転車乗用中 
１２人（１７．４％）、二輪乗車中５人（７．２％）の順となっています。 

   また、歩行中３６人のうち２８人（７７．８％）が、道路横断中の事故で亡くなって 
 います。 

シートベルト着用の有無では、四輪乗車中の事故で亡くなった方の約２割（１６人中 
３人、１８．８％）がシートベルトを着用していませんでした。 
 

   
 
 

５ 事故類型別死者数 
   事故類型別死者数では、人対車両が最も多く、全体の５割以上（３６人、５２．２％）

を占めています。 
 

 
※ 構成率は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計は１００％とはなりません。 
 
 

 



６ 歩行中、自転車乗用中死者の自宅からの距離 
歩行中、自転車乗用中死者の自宅からの距離は、自宅から５００メートル以下 

（５０メートル以下、１００メートル以下及び５００メートル以下を含む。）が、 
４８人中３１人と約６割（６４．６％）を占めています。 

 

 
 
７ 通行目的別の死者数 

通行目的別の死者数では、買物が最も多く１９人となっています。 
 

 
 ※「その他」は、業務中、疾病徘徊、調査不能等です。 
 


